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まえがき

　近年，途上国を中心に自国の遺伝資源に対する権利意識が高まり，海外から新たな遺伝資源を

導入することが難しくなってきています．しかし，地球温暖化問題等に対応し，国内農業の競争

力強化に資する画期的な新品種を開発していくためには，その育種素材として多様な遺伝的な特

性を有する植物遺伝資源の確保が重要となっています．

　そのため，ジーンバンク関係機関等は農業生物資源研究所を代表機関として，農林水産省委託

プロジェクト「気候変動対応と国内農業競争力強化のための海外植物遺伝資源の特性解明」に参

画しました．本プロジェクトで実施するアジア諸国との共同研究を通じて，海外植物遺伝資源へ

のアクセス環境の整備に取り組んでいきます．

　本報告書には，平成 26 年度農業生物資源ジーンバンク事業の植物遺伝資源部門における探索・

収集及びその関連研究等の他，当事業に依らない 6 件の植物遺伝資源の現地調査情報を収載し

ました．本報告書は農業生物資源ジーンバンク事業による探索収集調査の報告を第一義としてい

ますが，植物遺伝資源の現地調査情報を集積することは事業の発展のためにも重要と考え，他予

算による現地研究等の報告も適宜掲載する方針です．今後とも遺伝資源に関する貴重な情報をお

寄せいただければ幸甚です．

　最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に，心から感謝申し上げま

す．とりわけ貴重な遺伝資源をさまざまな情報とともにご提供頂いた皆様に深謝いたします．

平成 27 年 12 月

農業生物資源研究所

遺伝資源センター長

根本 博
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付けて掲載する．
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